
　秋と聞くとさわやかな秋空を見上げた
時の、もの悲しさ、寂しさを想い浮かべま
す。日本人は一人一日当たり、お茶碗一杯
分の食物を廃棄しているそうです。食べ
ることにも苦労の多かった時代を生きら
れた親鸞聖人は、飽食の今に何を思われ
るでしょう。
　私は普段から食べ物を無駄にしないよ
う心掛けていますが、日々の忙しさでお
仏供や食前・食後のことばを疎かにし、
いのちをいただいていることを忘れて過
ごしている自分もいます。
　聞法をしているとそういった在り方に
気づかされるので、私にとっての大事な
時間です。これからも様々な先生のお話
をお聞きしながら歩んでいきたいです。

松島 淳子さん（長崎組　妙行寺）

発行：真宗大谷派 九州教区教化委員会
九州教区
kyu s h u - k y o k u

〒830-0038 福岡県久留米市西町540-1 TEL.0942-32-3056

「飽食の今」

　松島さんのように、見え
にくい「いのちの支え」に悲
しめる人でありたいですね。
普段の生活を見直す時間を
私も大切にしたいです。

　死別は辛く悲しいことです。しかし、その悲し
みの中でいのちの事実を知らされます。生きると
いうことは、たくさんの人との死別であり、そして
私もいつか死にゆくいのちを生きているのです。
　さらに、限られたいのちだからこそ、一人ひと
りの存在の尊さや重さを改めて感じ、同時に生に
執着し、死を恐れる私の姿も教えられます。
　悲しみを通して、確かな人生を歩んでいくこと
が、亡き人から願われているのです。

通夜・葬儀のこころ
～「死」と共にある「いのち」～

表紙イラスト「お仏供（お仏飯）」

…ご飯を「仏器」に盛ってお備えします。

コ ラ ム

▲1950年代のとある葬儀の風景。野辺送りといわれる葬送の
　列の後ろに棺を担いでいるのが見える。
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